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平成20年度下半期 
那珂市の財政事情 

障害のあるかたの 
地域での生活を支援します 

ぴちぴち那珂っこ 

八重桜まつり 
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��受章おめでとうございます 

児童手当の手続きはお済ですか？ 

那珂市消費生活センターです 

まちの話題 

Information

さわやかさん、表紙の裏側　ほか 



　

静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
で
、
八
重
桜

ま
つ
り
を
４
月　

日
か
ら
５
月
４
日

２５

ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
期
間
中
は
、
一
日
警
察
署
長

任
命
式
、
シ
ン
ケ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、

那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
コ
ン
サ
ー
ト
、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
が
行
わ

れ
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
に
は
夢
A
K
A
R
I
が
灯

さ
れ
、
淡
い
光
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に

情
緒
あ
ふ
れ
る
世
界
が
、
広
が
り
を

魅
せ
ま
し
た
。

　　

天
の
気
ま
ぐ
れ
も
あ
り
、
予
定
し

て
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
一
部
が
中
止
・

変
更
と
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
大

勢
の
観
光
客
が
訪
れ
、
満
開
の
桜
を

愛
で
、
舞
い
降
る
花
吹
雪
を
楽
し
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
、
市
政
運
営
の
状
況
を
ご
理
解
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
た

め
、
毎
年
２
回
、
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
４
・
５
月
の
出
納
整
理
期
間
に
収
入
・
支
出
の
整
理
を
す
る
た
め
、

最
終
的
な
決
算
額
は
５
月
末
日
に
確
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
３
月
末
現
在
に
お
け

る
予
算
の
執
行
状
況
や
市
有
財
産
の
現
在
高
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
最

終
的
な
決
算
額
に
つ
い
て
は
、「
広
報
な
か　

月
号
」
で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

１１

　

一
般
会
計
は
、
市
の
基
本
的
な
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
の
執
行
状
況
は
、
予
算
現
額
合
計

に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合
が　
・
８
％
、

８６

支
出
済
額
の
割
合
が　

・
１
％
で
、
と
も

８５

に
順
調
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
や

配
当
割
交
付
金
が
予
算
額
を
超
え
て
収
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
原
資
と
な
る

自
動
車
取
得
税
や
県
民
税
配
当
割
の
税
収

が
見
込
額
を
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
一
方
で
、
県
支
出
金
や
市
債
の
収

入
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
県
支
出
金
の
交
付
や
市
債
の
借
り
入

れ
が
、
事
務
手
続
き
の
都
合
で
４
月
以
降

に
な
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
繰
入
金
の
収

入
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
例

年
、
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
出
納
整
理

期
間
に
行
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
の
支
出
割
合
が

　
・
１
％
と
比
較
的
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

６０こ
れ
は
、
定
額
給
付
金
の
給
付
が
４
月
以

降
に
な
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
の
歳
出
科
目
の
未
払

い
金
に
つ
い
て
も
、
出
納
整
理
期
間
に
支

払
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
、
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出

に
充
て
、
一
般
会
計
か
ら
分
離
し
て
別
に

収
支
経
理
を
行
う
会
計
で
す
。
特
別
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況
は
、
予
算

現
額
合
計
に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合
が

　

・
５
％
、
支
出
済
額
の
割
合
が　

・
５

８８

８９

％
で
、
例
年
並
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落

排
水
整
備
事
業
及
び
上
菅
谷
駅
前
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
、
県
支
出
金

の
交
付
や
市
債
の
借
り
入
れ
が
４
月
以
降

に
な
る
な
ど
の
理
由
で
収
入
割
合
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
公
園
墓
地
事
業
に
お
い
て

は
、
一
般
会
計
へ
の
繰
出
し
が
４
月
以
降

に
な
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
支
出
割
合
が

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
那
珂
地
方

公
平
委
員
会
に
お
い
て
は
、
平
成　

年
度

２０

中
に
委
員
会
を
開
会
す
る
必
要
が
な
か
っ

た
た
め
に
支
出
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
の
特
別
会
計
の
未
払
い
金
に

つ
い
て
も
、
出
納
整
理
期
間
に
支
払
わ
れ

る
予
定
で
す
。
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■一般会計歳入予算執行状況 単位：千円、％
収入割合収入済額予算現額歳入科目
１００．１７，２５８，０２０７，２５２，８１３市 税
１００．９３３３，７７１３３０，９００地 方 譲 与 税
９６．６２８，０８２２９，０７１利 子 割 交 付 金
１０７．０９，７１６９，０７８配 当 割 交 付 金
２５．８４，４４０１７，２３７株式等譲渡所得割交付金
１０１．８４２６，８７９４１９，３１１地方消費税交付金
１０８．２１３９，７９５１２９，２００自動車取得税交付金
１００．０７７，６２３７７，６２３地 方 特 例 交 付 金
１０３．４３，４６８，５９２３，３５４，６７３地 方 交 付 税
９１．２２６４，７９９２９０，４７２分担金及び負担金
１０３．８１９７，７５０１９０，５３５使用料及び手数料
５５．０１，２９２，１０６２，３５０，３４１国 庫 支 出 金
４０．６３８７，７１７９５４，５０６県 支 出 金
１０３．２８２，１１８７９，５５１財 産 収 入
５５．７３３１，２７９５９４，７９６繰 入 金
１００．０６３１，３０３６３１，３０２繰 越 金
１０２．８４２６，７９５４１５，２９３諸 収 入
５２．４７７５，０４８１，４７８，６４８市 債
１０４．４２５，５５０２４，４７５そ の 他
８６．８１６，１６１，３８３１８，６２９，８２５合　　計

■一般会計歳出予算執行状況 単位：千円、％
支出割合支出済額予算現額歳出科目

９５．８２１１，３３９２２０，５１２議 会 費
６０．１２，０７３，８００３，４５３，１２２総 務 費
９３．６４，０３０，８１２４，３０６，４０９民 生 費
９４．０１，２２１，３００１，２９９，２５８衛 生 費
８９．１７６０，４７０８５３，３９０農 林 水 産 業 費
８２．７１５６，３９３１８９，０５６商 工 費
８７．３２，０８４，９４５２，３８７，７０９土 木 費
９１．０９１８，１９７１，００９，２４２消 防 費
８１．０２，０６０，５３０２，５４５，０１０教 育 費
９９．１２，３２７，５３４２，３４８，７１３公 債 費
２６．４４，６００１７，４０４そ の 他
８５．１１５，８４９，９２０１８，６２９，８２５合　　計

■特別会計歳入歳出予算執行状況 単位：千円、％
支出割合支出済額収入割合収入済額予算現額会　計　名

９０．７４，５２６，１８４９１．４４，５６１，２０９４，９９０，７９６国民健康保険（事業勘定）
９３．２３８０，５２２９８．８４０３，４３８４０８，２１０老 人 保 健
８６．７２，４５４，０７２７８．８２，２３０，８５６２，８３１，８６６下 水 道 事 業
２８．８３，１６３１００．９１１，０７９１０，９８２公 園 墓 地 事 業
９０．２５２１，６３３６３．２３６５，４５１５７８，０７１農業集落排水整備事業
８９．７２，５６３，４０７９７．８２，７９７，４５１２，８５９，０７８介護保険（保険事業勘定）
７０．８６，７８１９９．６９，５４４９，５８０介 護 サ ー ビ ス 事 業
７７．０１９２，１７９５６．４１４０，７４８２４９，６５０上菅谷駅前地区土地区画整理事業
９７．６３８９，１３５９９．８３９７，７２８３９８，６２２後 期 高 齢 者 医 療
５．３３１１００．０５８２５８２那 珂 地 方 公 平 委 員 会
８９．５１１，０３７，１０７８８．５１０，９１８，０８６１２，３３７，４３７合　　計
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市
の
財
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
直

接
・
間
接
の
負
担
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
市
税
は
、
財
政
運
営
上

極
め
て
重
要
な
歳
入
で
あ
り
、
常
に
適
正

公
平
な
賦
課
徴
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
に
お
け
る
市

２１

３１

税
の
収
入
済
額
は
、　

億
５
８
０
２
万
円

７２

で
、
１
人
当
た
り　

万
９
０
０
６
円
を
負

１２

担
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
債
は
、
大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た

際
に
、
国
や
民
間
の
金
融
機
関
か
ら
借
り

入
れ
た
資
金
で
あ
り
、
公
債
費
と
し
て
支

出
し
返
済
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２０

１０

２１

月　

日
ま
で
に
、
消
防
本
部
庁
舎
改
修
事

３１
業
や
高
規
格
救
急
自
動
車
整
備
事
業
、
臨

時
財
政
対
策
債
な
ど
の
た
め
に　

億
３
４

１２

８
４
万
８
千
円
を
新
た
に
借
り
入
れ
た
一

方
で
、　

億
３
２
３
６
万
５
千
円
の
元
金

２０

を
返
済
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成　

年
３

２１

月　

日
の
現
在
高
は
、
３
３
０
億
１
７
７

３１
７
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
返
済
す
る
元
金
の
範
囲
内
で

市
債
を
借
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
債

残
高
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

一
時
借
入
金
は
、
会
計
年
度
中
に
一
時

的
に
収
支
の
不
均
衡
を
生
じ
、
歳
計
現
金

が
不
足
し
た
場
合
に
、
そ
の
資
金
の
不
足

を
補
う
た
め
に
借
り
入
れ
る
も
の
で
、
当

該
年
度
の
歳
入
で
返
済
し
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２０

１０

２１

月　

日
ま
で
に
お
い
て
は
、
一
時
借
り
入

３１
れ
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

土
地
は
、
清
水
洞
の
上
整
備
事
業
用
地

や
、
瓜
連
中
学
校
用
地
の
取
得
等
に
よ
り

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
、
一
中
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
新
築
等
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

出
資
に
よ
る
権
利
は
、
出
資
し
た
団
体

の
解
散
や
統
合
に
よ
り
、
市
の
権
利
が
消

滅
し
た
こ
と
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

車
両
は
、
リ
ー
ス
期
間
が
満
了
し
た
車

両
を
取
得
し
た
こ
と
等
に
よ
り
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

債
権
は
、
自
治
金
融
資
金
預
託
金
の
回

収
お
よ
び
老
人
保
健
施
設
整
備
資
金
貸
付

金
の
返
還
な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等

整
備
基
金
を
取
崩
し
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
水
道
事
業
は
、
民
間
企
業
と
同
様

に
企
業
会
計
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
独
立

採
算
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
支
は
、
経
常
的
な
業
務
の
収

支
を
示
す
も
の
で
、
主
な
収
入
は
水
道
料

金
収
入
、
支
出
は
給
水
の
た
め
の
経
費
や

人
件
費
、
減
価
償
却
費
な
ど
で
す
。
収
支

状
況
は
、
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
は
、
水
道
管
の
布

設
な
ど
建
設
改
良
費
の
収
支
を
示
す
も
の

で
す
。
収
支
状
況
は
、
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
内

部
留
保
資
金
な
ど
で
補
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
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問
い
合
わ
せ　

財
政
課　

財
政
係

�
２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
５
２
２

■市債現在高（元金） 単位：千円
平成２１年
３月３１日現在増　　減平成２０年

９月３０日現在区　　分

３９４，１５７△４１，３６３４３５，５２０総 務 債
１１７，０２３△１６，７６９１３３，７９２民 生 債
１，５７５，４８２△８９，７８９１，６６５，２７１衛 生 債
３６１，５１６△２２，５５９３８４，０７５農 林 水 産 業 債

０００商 工 債
１，７３５，９８２△１３５，６９９１，８７１，６８１土 木 債
２，０２１，８９６△１０５，００５２，１２６，９０１都 市 計 画 債
６９３，１８１△３２，８５２７２６，０３３公 営 住 宅 債
３５９，４８０２５，５３０３３３，９５０消 防 債
３，４５８，６２８△１８５，４２１３，６４４，０４９教 育 債

０００転 貸 債
１，２７８，９９０△６８，０９５１，３４７，０８５減 税 補 て ん 債
１３７，８０１△６，９５６１４４，７５７臨時税収補てん債
４，８７１，６７４４２８，６５４４，４４３，０２０臨時財政対策債
５８，６０９△２，１５８６０，７６７県 振 興 資 金

１７，０６４，４１９△２５２，４８２１７，３１６，９０１小　　計
１０，５７９，０３２△３２５，８７７１０，９０４，９０９下 水 道 事 業 債
３，１９５，９４２△６１，９４３３，２５７，８８５農業集落排水整備事業債
７０４，６６８４７７７０４，１９１土地区画整理事業債
１，４７３，７１１△１５７，６９２１，６３１，４０３水 道 事 業 債
３３，０１７，７７２△７９７，５１７３３，８１５，２８９合　　計

■水道事業会計 単位：千円
支　出収　入区　分
１，０１７，９６５１，１５３，８４６収 益 的 収 支
５４４，６４０１３８，５２５資 本 的 収 支

■市有財産現在高
平成２１年
３月３１日現在増　減平成２０年

９月３０日現在単位区　分

１，６７４，９５８２６，６３６１，６４８，３２２㎡土 地
１６６，８５６４９３１６６，３６３㎡建 物
１５，５４００１５，５４０千円有 価 証 券
７６，８１６△１０，４０３８７，２１９千円出資による権利
１５８１３１４５台車 両 等

５７，８７５△１８，９６０７６，８３５千円債 権
３，５９１，７６１△９５，７６２３，６８７，５２３千円基　 金

※水道事業会計分は含まない

■市税負担の状況
１人あたりの
負担額（円）

１世帯あたりの
負担額（円）

収入済額
（千円）税　　目

５５，１００１５１，０７９３，０９９，９８３市 民 税
６０，４２４１６５，６７８３，３９９，５４０固 定 資 産 税
１，８８２５，１６０１０５，８８０軽 自 動 車 税
６，０４７１６，５８０３４０，１９７市 た ば こ 税
０００特別土地保有税

５，５５３１５，２２６３１２，４２０都 市 計 画 税
１２９，００６３５３，７２３７，２５８，０２０合　　計

※世帯数２０，５１９世帯、人口５６，２６１人（平成２１年３月３１日現在）
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安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
、
子
ど

も
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
育
成
し
、
生

活
リ
ズ
ム
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
子
ど
も

の
健
康
の
基
礎
と
な
る
妊
産
婦
へ
の
栄
養

指
導
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
乳
幼
児

期
か
ら
食
の
重
要
さ
を
踏
ま
え
た
食
育
を

推
進
し
ま
す
。
発
達
段
階
に
応
じ
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
が
連
携
し
、
切
れ
目
の

な
い
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

家
庭
は
、
家
族
の
食
習
慣
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
基
礎
的
な
場
所
で

す
。
特
に
子
ど
も
の
食
生
活
は
心
身
の
成
長
を
育
み
、
基
本
的
な
食
習
慣

を
形
成
す
る
大
切
な
時
期
で
す
。
睡
眠
、
食
事
、
遊
び
な
ど
を
通
じ
て
生

活
リ
ズ
ム
の
基
礎
を
作
る
と
と
も
に
、
食
に
つ
い
て
実
際
に
体
験
し
、
実

生
活
に
結
び
付
け
て
学
ぶ
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

【那珂市食育推進計画 ３ 】

　

家
庭
は
、
生
涯
を
通
じ
て
食
習
慣
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
基
盤
で
、
基
本
的
な

食
習
慣
が
形
成
さ
れ
る
場
所
で
あ
り
、
さ

ら
に
、
心
身
の
成
長
を
育
む
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
家
族
で
食
卓
を
囲
み
、
食
前
食

後
の
あ
い
さ
つ
を
習
慣
化
さ
せ
る
と
と
も

に
、
国
民
運
動
で
あ
る
「
早
寝
、
早
起
き
、

朝
ご
は
ん
」運
動
、
県
民
総
ぐ
る
み
の「
朝

ご
は
ん
食
べ
た
？
」
声
か
け
運
動
を
推
進

し
ま
す
。

　

栄
養
指
導
の
実
施
や
関
連
講
座
な
ど
の

開
催
に
よ
り
、
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識

や
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

①
生
活
リ
ズ
ム
の
向
上

　

家
庭
で
の
食
卓
を
囲
む
機
会
を
増
や

し
、
親
子
や
世
代
間
に
お
け
る
触
れ
合
い

を
充
実
さ
せ
る
よ
う
働
き
か
け
ま
す
。　

　

保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
な
ど
で
取
り

組
ん
で
い
る
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は

ん
」
国
民
運
動
、「
朝
ご
は
ん
食
べ
た
？
」

県
民
総
声
か
け
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

②
妊
産
婦
へ
の
栄
養
指
導

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
母
親
学
級

を
開
催
し
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
へ
の
食
の

重
要
性
を
認
識
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け

ま
す
。

③
子
ど
も
の
肥
満
・
や
せ
予
防
の
推
進

　

子
ど
も
の
肥
満
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児

健
診
の
場
を
利
用
し
、
保
護
者
な
ど
に
対

し
た
啓
発
活
動
や
、
発
達
段
階
に
お
い
て

食
を
中
心
と
し
た
肥
満
予
防
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

思
春
期
の
や
せ
予
防
に
つ
い
て
は
、

小
・
中
・
高
校
で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

配
布
し
、
適
正
体
重
へ
の
理
解
、
成
長
期

の
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
予
防
な
ど
に
努
め

ま
す
。

④
子
ど
も
の
む
し
歯
予
防
の
推
進

　

健
康
な
歯
を
維
持
し
、
食
事
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
乳
幼
児
期
か
ら
学

齢
期
に
至
る
ま
で
継
続
し
た
む
し
歯
予
防

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
て
予
防
啓
発
を
推

進
し
ま
す
。

⑤
望
ま
し
い
食
習
慣
や
知
識
の
習
得

　

家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
で
、
食
に
関

す
る
正
し
い
知
識
、
調
理
技
術
の
向
上
、

し
つ
け
、
望
ま
し
い
食
習
慣
な
ど
を
身
に

つ
け
る
食
育
を
推
進
し
ま
す
。
関
係
機
関

と
連
携
し
、
食
事
・
栄
養
に
関
す
る
情
報

提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
を
活
用
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
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家
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に
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広報なか６月号７
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私たち市民をはじめとする食育の関係者が、食育を応援するためのキーワードを基に、私たちが
できることをまとめ、那珂市の基本目標を達成するための問題解明や、内容を理解するうえでの
重要な手がかりをまとめました。
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家庭は、家族の食習慣に大きな影響を与える基礎的な場所です。
特に子どもの食生活は心身の成長を育み、基本的な食習慣を形成
する大切な時期です。特に「家庭・市民」「学校」「保育所・幼稚
園」「地域」が連携した取り組みが重要です。

〇学校
「朝ごはん食べた？」声かけ運動をしますかけ運動をします
食事の挨拶、マナーを守ナーを守ります
食事の大切さを伝さを伝えます

〇保育所・幼稚園
「朝ごはん食べた？？」声かけ運動をします声かけ運動
食事の挨拶、マナーーを守りますを守ります
食事の大切さを伝ええますす

〇〇地域
「「朝ごはん食べた？」声かけ運動をしますべた？」声かけ運動をします
食食事の挨拶、マナーナーを守ります
若若い世代との交流の場をつく場をつくります

〇家庭・市・市民
声かけ運動をします「朝ごはん食べた？」声ん食べた？」

朝ごはんを食べますを食べます
みます家族そろって食卓を囲みて食卓を
守ります食事の挨拶、マナーを守、マナー
す食事の大切さを伝えますさを伝え
ちます健康と食育に関心を持ち育に関心を

歯みがきをしますきをします

食育応援キーワード
健康づくり・・・生活習慣の改善と健康増進のための健康づくり
人づくり　・・・子どもの健全な成長のための人づくり

〇茨城県保健福祉部保健予防課　�３０１－３２２９
〇総合保健福祉センター「ひだまり」　市健康推進課　�２７０－８０７１

食育に関する問い合わせ

国の食育基本計画で国、地方公共団体、関係団体などが協力して食育推進運動を重点的かつ効果
的に実施し、食育の国民への浸透を図るために、毎年６月と定められました。毎月１９日の食育の
日と併せて食育推進への行動を進めています。
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８

障害の種類（身体障害、知的障害、精神障害）
にかかわらず、障害のあるかたが自立と社会
参加を実現するために、各種法律や
制度に基づいて障害福祉のサービス
を実施しています。

� 補装具の支給
障害者（児）に対し、身体機能の補助用具として車いすや義
肢、義眼、補聴器などの補装具の購入・修理に要する費用
を支給します。

� 自立支援医療
精神通院にかかる医療費や、身体の障害の軽減や機能を回
復する医療にかかる費用を一部助成します。

����

那珂市社会福祉協議会　障がい者支援グループ
�２９５－２９４４　FAX２９５－６９３１指定相談支援事業所

障害福祉に関する相談に総合的に対応するため、那珂市社会福祉協議会へ委託して設置しています。来所や電話、FAXでの一般相談のほか、
障害者就業・生活支援センターの相談員や発達障害の専門相談員、社会福祉士、精神保健福祉士による特別相談（要予約）も実施しています。

福祉課障害者支援係　�２９８－１１１１　内線１２７身体障害者相談員・知的障害者相談員による相談
身体障害者相談員（４人）と知的障害者相談員（１人）が茨城県知事の委嘱を受けて、地域での相談活動に従事しています。

�２２１－４９９２茨城県福祉相談センター
そ
の
他
の
相
談
窓
口

児童相談所、身体および知的障害者更生相談所の機能を統合した機関です。
�２３１－６２２１ハローワーク水戸

障害のあるかたの就職相談やあっ旋を行っています。
�０２９６－７７－７３７３茨城障害者職業センター

障害のあるかたの職業指導や、作業や講座による訓練など、就業に関する支援を行っています。
�２０２－２２２１障害者就業・生活支援センターＫＵＩＮＡ（クイナ）

就業面と日常生活面における支援を一体的に行っています。
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自宅で入浴、排せつ、食事などの介護を行います。居宅介護
介護者が病気などの場合、短期間、施設に入所します。短期入所
施設で入浴や排せつ、食事の介護や創作的活動などの機会を提供します。生活介護
障害児が施設等に通い、日常生活動作の指導や適応訓練などを受けます。児童デイサービス
就労を希望する人（就労が困難な人も含む）に生産活動、知識や能力の向上のための訓練の
機会を提供します。就労移行支援、就労継続支援

地域での共同生活の場を提供します。ケアホーム、グループホーム
施設に入所する人に、主に夜間、入浴や排せつ、食事などの介護を行います。施設入所支援

� 介護給付・訓練等給付（主なものを抜粋）

利用の際は福祉課へ申請してください。また、障害の種類や程度等に
より受けられるサービスが制限されますので事前にご相談ください。

障害者（児）の外出の際に移動の支援をします。移動支援
障害者（児）に日中活動の場を提供し、障害者と介護者の日常生活を支援します。日中一時支援
障害者（児）に、その障害に応じた日常生活用具（特殊寝台、入浴補助用具、たん吸引器、情報
通信支援用具、ストマ装具など）を給付または貸与します。日常生活用具の給付等

手話通訳者や要約筆記奉仕員を派遣します。コミュニケーション支援
身体障害者のかたに、自宅での入浴サービスを提供します。訪問入浴サービス

身体障害者のかたで就労等の社会参加を目的とする場合に費用の一部を補助します。自動車運転免許取得費・自動車
改造費の補助

創作的活動や生産活動などを実施し、日中活動の場を提供します。市では、市社会福祉協議
会のほか、ひたちなか市と水戸市の４事業所にセンター設置の委託等をしています。地域活動支援センター

� 地域生活支援事業

� その他の制度
障害者手帳の交付（身体・知的・精神）／各種手当（特別障害者手当、障害児福祉手当、特別児童扶養手当、在宅心身障害者（児）
福祉手当）／住宅リフォーム助成／タクシー利用助成／医療福祉制度（マル福）／障害基礎年金／心身障害者扶養共済制度／
ＮＨＫ受信料減免／有料道路割引／税金の控除・減免（所得税、住民税、自動車税など）／公共交通運賃割引／紙おむつ購入
費等助成／はり・きゅう・マッサージ施術費助成／身体障害者の駐車禁止の除外

それぞれ該当する要件や手続きがあります。お問い合わせの際は、担当窓口に取り次ぐことがあります。
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��



広報なか６月号９
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飯田２１９０－７　�３５３－２１８０
時間　９：００～１５：３０
休日　土・日曜日（祝日は営業）

製造・販売している天然淡水
パールやビーズのアクセサリー
は、近隣の喫茶店や美容院へも
卸しています。小物類では、今
後竹細工もラインナップに加わ
る予定です。

問い合わせ
福祉課障害者支援係
�２９８－１１１１　内線１２７
FAX ２９５－４２４４

障害のあるかたへの支援のため

��������	
��	�
�������

・困っている障害者のかたを見かけたら、どうぞ一声かけてください。
・公共施設やショッピングセンターなどにある身体障害者用の駐車スペースは、歩行が困難なかた（身体障害者の
ほか高齢者、妊産婦など）のためのものです。健康なかたは、どうぞ譲ってください。
・身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）は、交通機関や公共施設のほか、スーパーマーケットやレストラ
ン、ホテルなどでも同伴できます。仕事中の介助犬には声をかけてはいけませんが、障害者のかたには、必要に
応じて手助けをお願いします。

　市内の福祉事業所では、支援員の指導のもと、就労と自立を目指して食品や小物、アクセサリーなどを製作・販
売したり、軽作業を請け負ったりしています。売り上げは、障害者の工賃となりますが、未だ低賃金にとどまって
います。国・県は、障害者の工賃倍増を提唱しており、障害者の経済的な自立のため、ぜひ応援をお願いします。
（内容については、直接各事業所へお問い合わせください）
■市内の福祉事業所

� � � �

鴻巣５５０　�２１２－７６４１
時間　９：３０～１６：３０
休日　土・日曜日、祝日

４月にオープンしました。無農
薬のサラダ用野菜の栽培・販売
のほか、干しいも、ひじき・わ
かめ・昆布などの海産物の加
工・販売を予定しています。

��������	
��


��������

杉３６１－４　�２９５－３２４７
時間　１０：００～１８：００
休日　水曜日

自慢のラスクやボロニアデニッ
シュパンなど、日替わりで３０種
類以上の焼き立てパンが並びま
す。カフェスペースでパンと
コーヒーも楽しめます。

���������			

���������	




��������	
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後台２１１９－３　�２９８－２５８６
時間　９：００～１５：００
休日　土・日曜日、祝日

農園で収穫したじゃがいも、あ
したば、なすなどの野菜や手づ
くりの干しいもを販売していま
す。草とりや洗車、清掃などの
作業も、企業、個人を問わず請
け負っています。

��������	����

���

瓜連１２５０　�２９６－３１３４
時間　９：００～１６：００
休日　土・日曜日、祝日

農作業で収穫した各種野菜のほ
か、鶏卵の販売を行っていま
す。鶏は、ドクダミやアカザな
ど１０種類の薬草を混ぜたえさを
与えながら平飼いで育ててお
り、栄養豊富な「みらい」ブラ
ンドの卵です。

��������	

����

飯田２５２９－１　�２９５－９１００

有機栽培の野菜、昔ながらにお
だがけしたコシヒカリ、自家製
味噌や漬物、干ししいたけや干
しいもなど種類も豊富です。当
園入口のほか、定期的に市内外
の直売所（カンセキ那珂店・ひ
だまり・ひな野水戸店・金砂郷
カントリークラブ・ジャスコ常
陸大宮店）で販売しています。



１０

元那珂市議／昭和５９年２月
に瓜連町議会初当選、那珂
町との合併により、那珂市
議会議員も含めて６期、議
員としてご活躍され、地方
自治の発展のために寄与さ
れました。

旭日双光章
秋山一さん（下大賀）

元公立小学校長／昭和２９年から
高松中（現鹿嶋市）に赴任以来、
長田小、芳野中、那珂三中、水
戸教育事務所、那珂町教育委員
会、菅谷東小校長、菅谷小校長
を歴任され、４０年間学校教育に
尽力されました。

瑞宝双光章
二方啓次さん（竹ノ内）

元法務教官／昭和４０年土浦
第一女子高校から、昭和４６
年、茨城農芸学院に法務教
官として赴任され以後、水
戸少年刑務所、水戸少年鑑
別所、水府学院と３９年間奉
職され、青少年の矯正教育
に尽力されました。

瑞宝単光章
海野国男さん（後台）

元那珂市消防団副団長／昭和３４
年に那珂町消防団員を拝命以
来、約４９年間防災活動に尽力さ
れました。平成１６年から４年間
は副団長として指導力を発揮さ
れ、地域を災害から守られました。

瑞宝単光章
田中親夫さん（飯田）

元県警部／昭和３１年に茨城県
警察に奉職し、主に交通関係
に従事された川又さん。国内
初になる警察署での免許更新
やバス専用レーン等の運用に
と数多く手掛け、現在の交通
基盤を築かれました。

瑞宝双光章
川又美紀さん（菅谷）

元神奈川県警視／昭和２７年に
神奈川県警で奉職された永田
さんは「自分の事と置き換え
て、相手の立場に立った対
応」を日頃から心がけ、主に
警備警察に従事し治安維持に
尽くされました。

瑞宝双光章
永田忠夫さん（中台）

元警視正／昭和３３年に茨城
県警察に奉職し、平成７年
に退職するまでの３７年間、
主に事件の捜査に全力を傾
注し、危険を顧みずに地域
の治安の維持に尽力されま
した。

瑞宝双光章
池田保さん（平野）

元県警部／昭和２９年に茨城県警
察に奉職された川嶋さんは、柔
道選手としても名を馳せたほ
か、地域広報紙では長官賞を、
また県民の警察官に選ばれるな
ど地域に密着した活動にご尽力
されました。

瑞宝双光章
川嶋文男さん（津田）

元国勢調査員／昭和２５年か
ら計１２回、国勢調査員とし
て国勢調査に携わり、精度
の高い調査結果の確保に寄
与されました。このほか、
統計調査員として数々の調
査に尽力され、現在もご活
躍されています。

藍綬褒章
萩野谷光さん（瓜連）

おめでとうございます
平成21年度 春の叙勲・褒章平成21年度　春の叙勲・褒章

　

春
の
叙
勲
・
褒
章
が
内
閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
、
市
内

で
は
９
人
の
か
た
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月　

日
付
け
発
表
、
警
察
官
や
自
衛
官
な
ど
危
険

１１

性
の
高
い
職
務
で
社
会
に
貢
献
し
た
か
た
を
対
象
と
す

る
瑞
宝
双
光
章
に
は
４
人
が
選
ば
れ
、
栄
誉
に
輝
き
ま

し
た
。
ま
た
、
４
月　

日
付
き
発
表
、
公
共
の
利
益
に

２８

尽
力
し
た
か
た
を
対
象
と
す
る
藍
綬
褒
章
に
１
人
が
選

ば
れ
、
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
４
月　

日
付

２９

け
発
表
、
地
方
自
治
や
教
育
に
長
く
貢
献
し
た
か
た
を

対
象
と
す
る
叙
勲
に
４
人
（
旭
日
双
光
章
に
１
人
、
瑞

宝
双
光
章
に
１
人
、
瑞
宝
単
光
章
に
２
人
）、
が
栄
誉
に

輝
き
ま
し
た
。

春
の
春
の
叙
勲
叙
勲
・
褒
章
褒
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



広報なか６月号１１

　

児
童
手
当
は
、
養
育
者
か
ら
の
請
求
が

な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
か

た
は
、
市
こ
ど
も
課
で
発
行
す
る
児
童
手

当
認
定
請
求
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
公

務
員
の
場
合
は
勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な

り
ま
す
。（
※
独
立
行
政
法
人
に
お
勤
め

の
か
た
は
、
市
こ
ど
も
課
で
の
請
求
に
な

り
ま
す
。）

　

認
定
請
求
書
の
ほ
か
に「『
健
康
保
険
被

保
険
者
証
』
の
写
し
、
ま
た
は
『
年
金
加

入
証
明
書
』」、
そ
の
ほ
か
必
要
に
応
じ
て

「『
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
』
や
『
住

民
税
決
定
証
明
書
』」な
ど
の
添
付
書
類
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
所
得
限

度
額
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

※「
特
例
給
付
」
と
は

　

所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受
け
ら

れ
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
る
か
た
）
等
の
特
例
と
し
て
、

所
得
が
一
定
額
未
満
（
上
の
表
の
額
）
の

場
合
に
限
っ
て
、
児
童
手
当
と
同
額
の
給

付
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

〇
所
得
税
法
に
規
定
す
る
老
人
控
除
対
象

配
偶
者
、
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
が
あ

る
か
た
に
つ
い
て
の
限
度
額

↓
上
の
表
の
額
に
当
該
老
人
控
除
対
象

配
偶
者
、
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
１

人
に
つ
き
６
万
円
を
加
算
し
た
額

〇
扶
養
親
族
等
の
数
が
６
人
以
上
の
場
合

の
限
度
額

↓
１
人
に
つ
き　

万
円
（
扶
養
親
族
等

３８

が
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老

人
扶
養
親
族
で
あ
る
と
き
は　

万
４４

円
）
を
加
算
し
た
額

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
か
た

は
、
毎
年
６
月
に
『
現
況
届
』
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
況
届
は
毎
年
６

月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※『
現
況
届
』
は
、
市
か
ら
現
在
児
童
手
当

を
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
に
送
付
し
ま

す
の
で
、
６
月　

日
ま
で
に
必
要
書
類

３０

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
所
得
制
限
等
に
よ
り
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
新
年
度

の
所
得
等
に
よ
っ
て
は
該
当
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
上
記
所
得
制
限
限
度
額

を
よ
く
ご
覧
の
上
、
忘
れ
ず
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
該
当
す
る
場
合
は
、
請
求
し

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
児
童
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■該当各家庭に送付される現況届

現
在
、
所
得
制
限
等
に
よ
り
児
童
手

当
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
受

給
で
き
ま
す
か
？

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
ま

す
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

所
得
制
限
限
度
額
は
？

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
に
は
？

　

児
童
手
当
は
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の

安
定
と
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全

な
育
成
お
よ
び
資
質
の
向
上
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、　

歳
到
達
後
最
初

１２

の
３
月　

日
ま
で
の
児
童
（
小
学
校
第
６

３１

学
年
修
了
前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る

か
た
に
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

■
対
象
年
齢

小
学
校
第
６
学
年
修
了
前
（　

歳
到
達

１２

後
最
初
の
年
度
末
）
の
児
童

※
平
成
９
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ

た
児
童

■
児
童
手
当
の
月
額

　

３
歳
未
満 

一
律
１
０
、
０
０
０
円

　

３
歳
以
上

　
　

第
１
子
・
２
子 

５
、
０
０
０
円

　
　

第
３
子
以
降 

１
０
、
０
０
０
円

■
支
払
時
期

　

２
月
・
６
月
・　

月
１０

　

た
だ
し
、
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で

の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の

所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
児
童

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
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こ
ど
も
課
保
育
係

　
　

�
２
９
８
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
１
３
３
）

��
���

■平成２１年度所得制限限度額

特例給付児童手当
扶養親族等
の数

５３２万円４６０万円０人

５７０万円４９８万円１人

６０８万円５３６万円２人

６４６万円５７４万円３人

６８４万円６１２万円４人

７２２万円６５０万円５人



１２
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那
珂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
９
）
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�
は
、
消
費
生
活
用

製
品
安
全
法
の
改
正
に
伴
い
創
設
さ
れ
た
制
度
で
、
９

品
目
が
対
象
製
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
製
品
が
古
く
な

る
と
部
品
等
が
劣
化
し
、
火
災
や
死
亡
事
故
を
起
こ
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。「
長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
制

度
」
で
は
メ
ー
カ
ー
に
所
有
者
登
録
す
る
こ
と
で
、
適

切
な
時
期
に
点
検
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
点
検
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
製
造
時
業
者
、
取
引
事

業
者
、
所
有
者
の
義
務
や
責
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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●現在お使いの製品（平成２１年４月１日よりも前に製造、輸入された製品）も点検可能ですので、
詳しくはメーカーにお尋ねください。
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広報なか６月号１３

　地上デジタル放送に移行すると、これまでのアナログテレビ
では、テレビ放送を見ることができなくなります。
　地上デジタル放送をご覧いただくために、「総務省茨城県テレ
ビ受信者支援センター（愛称　デジサポ茨城）」は、次のとおり
説明会を開催します。実際に機器に触れて体験することができ
るほか、自宅でデジタル放送を受信する方法などの質問にもお
答えします。ぜひ、この機会に説明会においでください。

■問い合わせ　総務省茨城県テレビ受信者支援センター説明会事務局　�０２９－３０３－２６０１

■地上デジタル放送説明会日程

��������	
��
�������
������������������������
��������	
��
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収容人数場　所開催時間開催日

　５０人ふれあいセンターよしの①１０：００～　②１３：００～　③１５：００～７月１日（水）

　８０人ふれあいセンターよこぼり①１４：００～　②１６：００～７月２日（木）

３００人総合センターらぽーる①１０：００～　②１３：００～　③１５：００～７月３日（金）

５００人中央公民館①１０：００～　②１３：００～　③１５：００～７月４日（土）

５００人中央公民館①１０：００～　②１３：００～　③１５：００～７月５日（日）

��������	
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■し尿処理施設排ガス測定結果

塩化水素濃度（mg/N�）窒素酸化物濃度（ppm）ばいじん（g/N�）
衛生センター

排出基準測定結果排出基準測定結果排出基準測定結果

７００５０未満２３０５００．３５０．００９平成２０年１２月３日測定

■ごみ処理施設ダイオキシン類濃度測定結果

焼却灰（毒性当量ng-TEQ/g）飛灰（毒性当量ng-TEQ/g）排出ガス（毒性当量ng-TEQ/N�）
環境センター

排出基準測定結果排出基準測定結果排出基準測定結果

３０．０２８３２．２５０．０７２１号炉
（平成２０年１２月１９日測定）

■ごみ処理施設排ガス測定結果

塩化水素濃度（mg/N�）窒素酸化物濃度（ppm）ばいじん（g/N�）
環境センター

排出基準測定結果排出基準測定結果排出基準測定結果

７００
５０未満

２５０
１２４

０．１５
０．００１未満１号炉

（平成２１年１月１５日測定）

５０未満１２３０．００１未満２号炉
（平成２０年１０月８日測定）

■ 問い合わせ　大宮地方環境整備組合　環境センター　�２９６－１７４４

大宮地方環境整備組合では、施設から排出される排ガスとダ
イオキシン類濃度測定を実施しました。測定結果は次のとお
りです。測定結果は、排出基準値を下回っています。引き続
き維持管理に万全を期してまいります。



１４

　

那
珂
市
国
際
交
流
協
会
が
主
催

す
る
国
際
交
流
サ
ロ
ン
が
５
月　
１６

日
、
市
中
央
公
民
館
で
同
会
の
総

会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ
キ
サ
ス
州

出
身
で
茨
城
県
国
際
課
に
勤
め
国

際
交
流
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
バ
ー
ク
さ
ん
を
お

迎
え
し
て
行
わ
れ
た
今
回
の
サ
ロ

ン
。
ジ
ェ
フ
リ
ー
さ
ん
が
感
じ
た

日
米
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方

法
の
違
い
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、

ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
広
く
紹
介
し

ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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乳
児
健
康
相
談
は
、
満
４
･
７

･　

・　

か
月
の
乳
幼
児
を
対
象

１０

１２

に
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」で
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
身
体
測
定
、
栄
養
相
談
、
歯

科
相
談
、
発
育
相
談
な
ど
を
と
お

し
て
、
乳
児
の
健
全
な
発
達
を
支

援
し
、
お
母
さ
ん
の
不
安
の
軽
減

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
か
ら
は
、「
体
重
の
増

え
方
は
？
」「
離
乳
食
の
進
め
方

は
？
」
等
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
相

談
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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５
月　

日
、
市
総
合
セ
ン
タ
ー

３０

ら
ぽ
ー
る
で
「
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
か
総
会
」
と
「 
男 
と 
女 
輝
い

ひ
と 

ひ
と

て
生
き
る
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

か
は
、
市
内
の
男
女
共
同
参
画
を

推
進
す
る
女
性
団
体
（　

団
体
）

１５

で
構
成
さ
れ
、
互
い
に
協
力
連
携

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、「
こ
れ
か
ら
も
ま
ち

づ
く
り
の
一
端
を
担
っ
て
く
だ
さ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

小
宅
市
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
贈
ら

れ
た
ほ
か
、
昨
年
度
初
め
て
取
り

組
ん
だ
「
つ
る
し
雛
飾
り
」
に
つ

い
て
な
ど
の
事
業
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
後
は
、
栃
木
県
茂
木
町
の

「
ゆ
ず
の
里
か
お
り
村
」総
括
会
長

の
石
河 
智  
舒 
さ
ん
を
お
迎
え
し

と
も 
の
ぶ

て
、「 
男 
と 
女 
輝
い
て
生
き
る
講
演

ひ
と 

ひ
と

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
石
河

さ
ん
は
、「
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン

大
賞
」
や
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
賞

内
閣
官
房
長
官
賞
」
を
受
け
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
国
土
交
通
省
の

「
観
光
カ
リ
ス
マ
」に
認
定
さ
れ
て

い
る
か
た
。「
ゆ
ず
の
里
か
お
り

村
」
を
作
り
上
げ
、
元
氣
こ
だ
ま

運
動
を
と
お
し
て
ま
ち
お
こ
し
を

成
功
に
導
い
た
経
緯
に
つ
い
て
、

持
ち
前
の
明
る
さ
で
楽
し
い
お
話

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

石
河
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
語
り
口
に
終
始
笑
い
に
包
ま
れ

る
会
場
で
は
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
に
も

高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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広報なか６月号１５

　

第
９
回
那
珂
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

連
盟
大
会
が
４
月　

日
、　

日
の

１２

１９

両
日
、
那
珂
総
合
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
練
習
を
積
ん
で
い

る
市
内
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

の
熱
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ー
の
一
つ

一
つ
に
、
応
援
席
か
ら
は
歓
声
が

揚
が
り
ま
し
た
。
な
お
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
勝
ち
上
が
り
、
決
勝
戦

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
の
は
ホ
ン

ゴ
ー
ズ
（
写
真
）
と
後
台
第
一
ク

ラ
ブ
。
８
対
３
で
ホ
ン
ゴ
ー
ズ
が

見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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季
節
展
示
「
端
午
の
節
句
展
」

に
あ
わ
せ
講
演
会
「
家
訓　

歴
史

上
に
見
る
父
と
子
」
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
演
で
は
、
歴
史
上
の
人

物
の
父
子
像
を
取
り
上
げ
、
自
ら

の
信
念
を
子
に
託
す
父
親
の
熱
い

思
い
に
触
れ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
徳
川
斉
昭
が
子
に
、

寒
い
冬
の
朝
、
霜
や
け
で
血
が
に

じ
も
う
と
も
窓
を
開
け
書
物
を
読

ん
だ
り
、
庭
で
剣
術
を
し
た
り
し

な
さ
い
と
教
え
て
い
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
披
露
さ
れ
、
受
講
者

か
ら
関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

�
�
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�
�
�
�
�
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４
月　

日
か
ら
５
月　

日
ま
で

１８

１７

市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
端
午
の
節

句
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
昭
和
初
期
か
ら
後
期

ま
で
の
兜
飾
り
や
郷
土
出
身
絵
師

の
絵
馬
、
掛
軸
な
ど
約　

点
の
ほ

５０

か
小
さ
な
鯉
の
ぼ
り
、
菖
蒲
、
兜

な
ど
を
連
ね
た
手
作
り
の
端
午
の

つ
る
し
飾
り
が　

本
飾
ら
れ
、
来

８０

場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
子
を
思

う
親
の
願
い
は
変
わ
ら
な
い
も
の

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
展
覧
会
で
し
た
。
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■特選「平成２０年８月号」
　

５
月　

日
、
第　

回
茨
城
県
市
町
村
広
報
コ

２２

５４

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、「
広
報
な
か
」平
成　

年
８

２０

月
号
が
組
み
写
真
の
部
で
特
選
を
、
ま
た「
広
報

な
か
」
平
成　

年　
２０

１２

月
号
表
紙
が
、
一
枚

写
真
の
部
に
入
選
し

受
賞
し
ま
し
た
。
組

み
写
真
の
作
成
に
あ

た
っ
た
広
報
係  
磯
野

主
幹
は
、「
雰
囲
気
を

伝
え
る
楽
し
い
ペ
ー

ジ
に
し
た
い
」と
い
う

願
い
を
込
め
て
、こ
の

作
品
に
取
り
組
み
ま

し
た
と
い
う
思
い
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

■入選「平成２０年１２月号」表紙写真
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土金木水火月日

４３２１
１１１０９８７６５
１８１７１６１５１４１３１２
２５２４２３２２２１２０１９

３１３０２９２８２７２６

休館日
July

� 人の動き �

那珂市の人口（５月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，７０６人 （－２２）
　女　　　２８，５０５人 （－２８）
　計　　　５６，２１１人 （－５０）
世帯数　　２０，５８８世帯 （＋６９）

○出生　３８人
○死亡　４３人

（４月１日～３０日）

　東洋経済新聞社「都市データ
パック２００９年版」の「新・住みよ
さランキング」―総合評価が公表
されました。それによると、茨城
県内順位、第１位　守谷市、第２
位　つくば市、第３位　那珂市と
いうランキング結果がだされまし
た。

��������	
	��
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� 今月の納税  �

○市県民税（普通徴収） １期

○介護保険料（普通徴収） ２期

納期限：６月３０日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納係

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，８５２人

　（平成２１年４月末現在・
 前月比２３５人増加）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億７，１９３万円

　（平成２１年４月・
 前月比１８３万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

〇運転免許の欠格期間が延長されます

　特定違反行為（運転殺人・傷害等、
危険運転致死傷、酒酔い運転等、救護
義務違反）を行った運転者は、免許取
消し後の欠格期間の上限を５年から１０
年に引き上げる。
※欠格期間とは、運転免許を取得する
ことができない期間です。

〇酒気帯び運転について、基礎点数が

引き上げられます

　・酒気帯び運転（０．２５mg以上）
　　１３点から２５点に引き上げ
　　（免許取消し、欠格期間２年）
・酒気帯び運転（０．１５mg以上０．２５mg
未満）６点から１３点に引き上げ

　　（免許停止：原則９０日）
・７５歳以上のドライバーは、免許証
の更新時に講習予備検査が必要と
なります。
※講習予備検査では、記憶力・判
断力の検査をします。

問い合わせ／　

那珂警察署交通課　�３５２－０１１０

道路交通法施行令の一部が
６月１日から改正

４月１５日～５月１４日（敬称略）

海野　實 ３，８００円
木村　純 ４，０００円
鈴木　ヨネ子 ７，０００円
常陸管球の会 ４，７６０円
野木　利三郎 １０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

�����

���������	
��



広報なか６月号１７

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／７月７日（火）　１３：００～１７：００
　　　７月２１日（火）　１３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）１階
　　　市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／７月１日（水）、８日（水）、
　　１５日（水）、２２日（水）
　　２９日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

　公共下水道および農業集落排水の下
水道工事が終わった地域では、台所、
風呂、洗濯、水洗便所から出る汚水は
下水道に直接流すことができます。
　市では、このような下水道を使える
ようになった区域（処理区域）の家庭、
事業所にできるだけ早く下水道に接続
をお願いしています。これは、一日も
早く地域の生活環境を改善し清潔で快
適な街にしようとするためです。
　皆さんの生活環境の改善と河川や湖
沼の水質保全の観点から、未接続のか
たはぜひ接続をお願いします。
　下水道接続に関しては、那珂市排水
設備指定工事店（那珂市ホームページ
に掲載）または次の連絡先にご相談く
ださい。

〇那珂市ホームページ

　http://www.city.naka.lg.jp

問い合わせ／市下水道課施設管理係

（瓜連支所）

�２９８－１１１１　内線８３７４

　今年に入り、県内で７６人（５月１１日
現在）もの尊い命が交通事故で奪われ、
そのうち約半数が６５歳以上のかたと
なっています。
　また、４月中に行われた「春の全国
交通安全運動」期間中も、県内の交通
事故による死者数は全国最悪の７人
で、うち３人は横断中の高齢者のかた
でした。
　交通事故は、決して他人事ではあり
ません。一人ひとりが交通マナーを見
直し、交通ルールを守りましょう。
〇歩行者のかたは

・道路を横断するときは、必ず止
まって左右をよく確認し、無理な
横断はやめましょう。
・夜間の外出では、明るい色の服装
や反射材を着用しましょう。

〇運転者のかたは

・わき見運転やぼんやり運転による
事故が増えています。気を緩めず
運転しましょう。
・夕暮れ時の早めのライト点灯と、
夜間におけるライトのこまめな切
り替えをお願いします。

問い合わせ／　

市生活安全課交通防犯係

�２９８－１１１１　内線４４４

法律相談

５日　塙内科消化器科 （後台）
 �２９５－２１１０
１２日　ルリア記念クリニック
 （中里）
 �２９６－３３３３
１９日　瓜連中央医院 （瓜連）
 �２９６－０２７１
２０日　諸岡医院　　　　　　（瓜連）
 �２９６－１１２３
２６日　鈴木呼吸器科内科 （中台）

�３５３－２８１１

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

心配ごと相談

�������� 下水道に早めの接続を!!

交通死亡事故が多発！
交通安全を

心がけましょう!!



１８

����

■材料（２人分）
木綿豆腐 ……………………２００ｇ　　　　
小麦粉 ……………………… 小さじ２・２／３
油 ……………………………小さじ２　　
えび …………………………４０ｇ　　　　
生しいたけ …………………５０ｇ　　　　
しめじ ………………………５０ｇ　　　　
あさつき（小ねぎ可） ………１０ｇ　　　　
だし汁 ……………………… ２／３カップ　　
しょうゆ ……………………小さじ２　　
みりん ………………………小さじ２　　
片栗粉 ……………………… 小さじ２／３　　
おろし生姜 …………………１片　　　　

■作り方
①豆腐は水気を切り、４つに切って小麦粉を
まぶす

②フライパンに油を熱し、①を入れて色よく
両面を焼く

③えびは背ワタと殻をとり、２～３つに切る
④生しいたけはそぎ切り、しめじは小房に分
ける

⑤だし汁を温め、③、④を入れて煮立ったら
Ａで調味し、２～３分煮て水溶き片栗粉で
とろみをつけ、あさつきを加える。器に豆
腐を盛り、あんをかけておろし生姜を添え
る。

���������	
��


ヘルスメイトさんが作る健康料理�

■簡単に身近にある材料で手軽に出来ま
す。おろし生姜が決め手です。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

東木倉（成人食部会）

大武幸枝さん

　食事バランス（１人分）

　副菜………………１つ（SV）
　主菜………………１つ（SV）

　　エネルギー：１７４kcal
　　たんぱく質：１３．６ｇ
　　脂質：８．７ｇ
　　食塩相当量：１．１ｇ

文化財を大切にし、後世に伝えるのは現在に生きる私たちの使命

です。このたび新たに３件が那珂市指定文化財に指定されました。

　勾玉の背と腹の部分に突起
が見られる古墳時代の遺物で、
豊作や子だくさんを祈る祭祀
用に使われたと思われます。
平成１８年度の菅谷中宿東「高野
館跡」発掘調査によって発見さ
れました。材質は柔らかい滑
石製で、体部幅３．４センチメー
トル、長さ６．９センチメートル

です。県内では４３例あります。那珂市教育委員会所有で歴史民俗
資料館が管理します。

　門部ひょっとこ踊りは、
今から約９００年前、源義家
が東北遠征の途中、門部に
陣を構え兵を休めた際に、
地元の人たちが兵士たちの
疲れを慰めようと踊ったの
が始まりとされています。
笛や太鼓のお囃子での踊り

からなる面芝居で、現在では門部ひょっとこ踊り保存会（和地新
一会長）が設立され、会員が練習に励み保存、継承に努めていま
す。ひまわりフェスティバルをはじめ、市内外のイベントに出演
しています。

　イトヒバの巨樹は県内では少ないも
のです。高畠清秀さん宅の屋敷内にあ
るこのイトヒバは、樹高１８メートル、
目通り４．８メートルあります。
　推定５００年の古木ですが、枝張りも
よく樹形も優れ勢いもあります。（見
学の際は、事前に高畠さんに許可を得
てください）

問い合わせ　歴史民俗資料館（那珂総合公園内）

　　　　　　�２９７－００８０

������������
こ もち まが たま
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　静峰ふるさと公園内１２haの敷
地には、約２，１００本の八重桜と、
約２００本のソメイヨシノがあり、
多くの品種が植えられ見事な花を
咲かせています。 
　八重桜まつりでは、八重桜ガイ

ドツアーが行われ、公園内に咲く
桜を回りながら丁寧に説明されま
した。ツアーに参加された皆さん
は改めて桜を知り、桜の魅力を再
発見されたようでした。 
 

印刷／いばらき印刷株式会社 
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